
 

² プラザの令和３（２０２１）年度上期(4月〜9月)の相談
統計実績報告 

                            
☜10 月は国際交流会館２階の空調工事のため、

プラザは１階エントランスロビーで運営しています。

相談内容によっては、別会議室で行います。 

 

新型コロナウイルス感染症まん延防止対応処置

などの影響で 9 月末まで断続的に施設が休館とな

りましたが、プラザは電話、メールで相談を受け付

けると共に、必要にあわせて対面での相談を実施

しました。また、ZOOM を活用してのオンラインで

の相談を始めました。 

当該期間に受けた相談の言語、方法、相談者の

国籍、内容は次の表のとおりです。 

(令和 3(2021)年 4 月 1 日〜9 月 30 日) 

² 月平均１２０件近い相談が寄せられました。 詳細状況に関するポイントを次頁に記載しています。       

ご参照ください。 

Plaza 通信  
～多文化共生

たぶんかきょうせい

を考
かんが

える～ 
Vol.０１９ 
20 October 2021 
Plaza 通信 Vol.０１９ 
の内容 
² プラザの令和 3（2021）年

度上期(4 月～9 月)の相談統
計実績報告 

² 外国人住民受入企業や彼ら
が暮らしている地域の方々
など支援者向け新型コロナ
ウイルス関連情報 

 

10 月のプラザ        
国際交流会館では大規
模空調工事が始まりま
した。10 月の間は、
２階が工事となります
ので、プラザは、１階
エントランスフロアに
仮設窓口を設置して運
営をしています。ご迷
惑をおかけしますが、
ご理解、ご協力をお願
いします。電話、メー
ル、ZOOMによるオ
ンラインでの相談も受
け付けます。お気軽に
お問い合わせくださ
い。 
 
詳細・開設時間などは下記へ： 
熊本市国際交流振興事業団

860-0806              

熊本市中央区花畑 4-18     

熊本市国際交流会館２階   

TEL 096-359-4995       

e-mail 

soudan@kumamoto-if.or.jp

 
ホームページの QR コード 

 
Facebook の QR コード 

 

ぷ  ら  ざ      つうしん 
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² 令和 3(2021)年度上期のプラザの相談統計実績状況のポイント 

 プラザへの相談者数は 524人で、前年度同期間の 622人より 98人減少しまし
た。この 2年間は新型コロナウイルス感染防止のため不要な外出の自粛、ま
た、外国人住民数が減少したことが要因と考えられます。（熊本市の在留外国人数 
令和 2(2020)年 10 月 6,354 人 → 令和 3(2021)年 10 月 6,129 人(225 人減)） 

 相談対応言語は、英語 156件、ベトナム語 19件、中国語 16件、タガログ語
11件、スペイン語 7件、韓国語・ポルトガル語各２件、ネパール語１件と日
本語 307件、その他３件となりました。前年度同時期と比較すると英語 78
件、ベトナム語 17件、中国語１４件、ネパール語１６件、それぞれ減となり
ました。一方、タガログ語６件、スペイン語６件、韓国語・ポルトガル語各２
件、それぞれ増となりました。 

 相談方法は、来訪が 174件で、前年度同時期との比較で 19件増、電話とメー
ルは減少しました。 

 相談者の国籍は多様ですが、前述の理由で、前年度同時期と比較して、ベトナ
ムとネパール国籍の外国人住民からの相談が減少しました。 ベトナム２４人
は 19人減、ネパール 9人は 16人減です。相談者数減は、新型コロナウイル
スの影響で、新規の技能実習生と留学生のベトナム、ネパールからの来日がス
トップしている影響があります。 

 相談内容は、新型コロナウイルスの影響から生活困窮への対応や出国できない
外国人住民の在留資格の変更手続など、“入管手続”、“雇用・労働”、“居住”に
関する相談が増加しました。(前年度同時期比較で、入管手続 4件、雇用・労
働 19件、居住 39件、それぞれ増) 

² 外国人住民受入企業や彼らが暮らしている地域の方々など支援者
向け新型コロナウイルス関連情報 

一般財団法人自治体国際協会 多文化共生ポータルサイト 
http://www.clair.or.jp/tabunka/portal/info/contents/114514.php 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本市の在留外国人(10 月度速報) 
 

「住まい相談」       

相談員 

紹介！ 
 

生駒春美さん 
プラザに関わる人物紹介 

第 1２弾、外国人住民の居

住に関する専門相談員の生

駒春美さんを紹介します。 

 

① 外国人住民の課題 

アパートのオーナー様

が，外国人住民へ部屋を

貸したがらない理由に、ゴ

ミ出しルールが守れない、

深夜の騒音など、ご近所

からの苦情を受けた経験

に起因することがありま

す。各国の文化・習慣の違

いで、敷金・礼金の制度も

異なります。外国人住民の

皆さんに日本の賃貸の仕

組や地域ルールを理解し

てもらうことが必要です。 
 

② 地域への提案 

外国人住民が増加し、地

域でよく見かけるようにな

りました。一方、言葉、顔つ

き、肌の色の違いから、近

づきがたい存在のようで

す。お互いを理解し、支え

合う関係づくりをしていくこ

とが重要です。この為に

は、お祭りや運動会、防災

訓練など地域行事に外国

人住民の皆さんに参加し

てもらい交流を発展させる

ことがよいでしょう。 

 

③ プラザができること 

 居住の課題は、法律、仕

事、福祉（高齢者、障がい

者、一人親世帯など）と密接

に関連しています。プラザで

は多様な機関が連携・ネット

ワークを持っていますので、

安心して、お声をかけてくだ

さい。 

 
在留外国人数/総人口 6,129 人/731,833 人（外国人比率 0.84％） 

（在留外国人数 前月より 25 人減） 

 

「住まい相談」相談員 

生駒春美さん 
(専門相談) 

（所属：熊本市居住支援協議会） 

 

 外国人の皆さん向けに「多言語（日

本語、英語、中国語、ベトナム語）のあ

んしん住み替えガイドブック」を発行し

たり、多言語翻訳ツール「VoiceBiz」を

活用したり、外国人住民の皆さんの居

住支援に力をいれています。 

 

相談日時： 第３水曜日 13:00〜16:00 

 

9 月の 

プラザ 

相談件数 

129 件 


